
1二子塚古墳  (1)立地と墳丘

(1)境長68rnの構方後円壌。周溝をめぐ
らすが、壌輸・葺薔はない。
(2)後再部と前方部に横穴式石室。
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1二子塚吉境 (2)横穴式石室②
O幾内型の棋穴式石室。花嬢岩自然石積み。
O玄室幅2.1～ 2.5m、 長6.3m。 羨道幅1.6～ 2.Om、 長8.lm。
金長14,9競 .墓道(前薩部)長9.8rn。

0組合式石棺。凝灰岩(竜山石)製。本棺が最初の被葬者。

開塞石
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3備後南部の7世紀の横穴式石室

0備後南部の7世紀に!ま13系譜
の横穴式石室。
横穴式石室A型
畿内型の系譜.6世紀前半頃(山
の神宙境)から採用。
横穴式石室B型
玄Fl部が内燿に突出する型式で、
北部九州が源流。
Oそれら:ま本来|ま開塞の仕方が
違う。A型は羨道に礫石を積む。
働型は玄門石に板石をあてる。
横口式石榔
通常の横穴式石室と:ま違うて、玄
室幅が羨道のそれよりも狭いもの
で、基本的iま 1体埋葬。

4横穴式石室A型
(1)遺山1号墳

玄室嘘 .5懸、
長さ6.4競、全

長11.6m。

O単龍環頭大
刀、直刀、鉄鏃、
轟具、須恵器。
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4横穴式石室A型 |!|!:Ⅲ澤警

0巨薔墳。玄室幅2.4
rn、 高さ3.1麟。

O飾り馬具 (杏業、雲
珠)、 鉄鏃、刀子、鈴
釧、耳環、ガラス小玉、

須恵器など。
0羨道が残つていな
いが、A型か?

4横穴式石菫A型
(3)権現1号境

0羨道が残つていない。断定できない
がA壼か。無袖式の可能性も。
○花満岩の自然石積みで、奥壁|まほ

ぼ1石。
O幅 1.3m、 現存長5.8m、 高さ2.3m。
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4横穴式石熱 型 (5)ヤブロ吉境
01段積みの無袖式横穴
式石壼。一部、花轟岩の切
竃ヨ。
O幅 1.5m〔 長さ6.2rn、 高
さ1.65観。
O備後南部の最後の横穴
式石鰹。
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5横穴式石奎B型
(1)狼塚2号境

0直径12競の再境。幅1.5m、 高さ毒.5m、 全長5.35m。 花蕎岩
の自然石積み。 O滑石製勾玉、須恵器。

(2)平の前東(土井の塚)吉墳

○玄門石が

内側に突鮨
するが、片
袖式。花満
岩の自然石
積み。

5横穴式石童B型 (3)大佐養白塚古境① 0-辺 12m以
上の方境 (多角
形 ?)。 列石。
O花間岩切石。
漆喰。
O玄室幅1.97
験、長さ3.7rn、
全長7.73m。
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5横穴式石窒B型 (3)大佐山白塚古墳②

0周囲に同時期の小
石室6基。終末期の主
境に多数の小石定が

伴なうのは珍しい。
●きわめて眺望の良
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6横口式石柳
(1)曽根田白塚古墳

○直径約10mの方墳:
○玄室には底石がない。目地に漆
喰。玄室幅1.2m、 長さ2.2m、 羨道
幅1.8m、 長さ4.5品、全長6.7m。

―
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6横口式石椰  (3)尾市1号境①
0人角境。
O花満岩切石の横ロ
式石榔。3基の玄室。
3人の埋葬が計画か。
O壁石、天丼石、蔵
石に漆喰。自壁つくり。
O須恵器、鉄釘、鉄
滓も木棺。
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6横口式石柳 (4)北塚古墳      o家 形石棺。幅1.4
m、 長さ2.34M。

O蓋石の北端は外
彎し、形骸化した突
起。南端は直線で、
突起はない

○横口式石

7畿内の大型横穴式
石室の編年

1期 (5C末頃)右片袖
|

式。2期 (6C前半頃)石
材の大型化。3期 (6C
中頃)羨道埋葬。4期
(6C後半頃)両袖式、
巨石化。5期 (6C末頃)
定型化、巨石境。6期

(7C初め頃)。 7期 (7C
前半頃)。 8期 (7世紀

尋τ倉翡亀響 |

切石墳。10期 (7C末
頃)無袖式。     |
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8畿内の横口式石椰の編年

8 備後務部の後・終末期書境の編年
横穴式石室B型 横口式石榔
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9二子塚古墳以前
の横穴式石室

(1)山の神古境
左片袖式、側壁3奥

壁多段積み。
(2)田上2号境
左片袖式。
(3)宝塚吉境
右片袖式、側壁4～ 5
段積み、奥壁2段。
(4)二子塚吉境
両被式、側壁3～ 4段
積み、奥壁1段積み。
組合式石棺。
(5)6世紀代の横穴
式石室は花嵐岩自然
石積みの片袖式。

107世紀の備後南部の政治動向①
,0『ふくやまの吉境時代』(福山城博物館、2005)に 1ま、二つの意 ‐
1見がある。①桑原隆博氏:ま『理し部の小型。分散化と南部の一極集 :

i中化の背景Jに「畿内政権による吉備の分割という政治的動き」を :

1想定し、「備後南部の吉墳の中に、吉備の周縁の地域として吉備 |
中枢部との関係から畿内政権による直接的な支配、備後霧の成 :
1立へという変遅をみる」。②脇坂光彦氏は「芦田j!!下流域に集中し
|て造営された横口式石椰墳は、吉備のさらなる解体を、吉備の後 |

(じり)から進め、備後国の設置に向:ナて大きな役割を果たした有
:力な官人たちの墓であった」。                :

iO既性の学説は、6世紀以前になかば自立していた「吉備Jを想定 :

:し
、それが畿角勢力によつて解体されるという道筋を考える。しかし(
1古境時代前・中期に「吉儀」というまとまりが、前方後円墳などから
1説明できるかどうか。そもそも宙墳時代をどうとらえるか。『日本書 :

1紀』などの記述に、古境をあてiまめると<『記紀』史観>に陥る。古
‐

1境や寺院跡などから考える。                F
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lo 7世紀の備後南部の政治動向②

l期 (7世紀初めごろ)横穴式石室A型。前方後円墳・両袖式横穴式
石室(奥壁苺石、経金式石槍)。
07世紀初めごろの前方後円境の横穴鷲石室
二手塚古墳   玄室幅2.lγ 2.5m、 長6.8m.
こうもり塚古境  玄室幅3.61m、 長さ7,7m
見瀬丸菫吉竣  玄室幅4.1な、長さ8,3m.
石舞台吉墳(方境)玄室幅3.48m、 長さ7.56m

O中央政権が「山陽道」の政治拠点化。在地首長をテ当入れ。600
年ごろの前方後円壌 (前方後円境の急減する時期)は、見瀬丸曲

吉境・蛇塚宙境、こうもり塚吉境、二子塚古墳、大日吉境。いずれも

畿内型横穴式石室の巨石境。対新羅政策か。

107世紀の備後悔部の政治動向③

2期 (7世紀菫半ご鶴 横穴式石室A型の巨覆化。
横穴式石窒B型の登場―新たな系譜の石室を採用した首長の出
現。近隣地域では、安芸東部の横穴式石室(1期平行の梅木平宙

境など)などが8型。新たに議長を機充し、政治拠点を強化。
3期 (7世紀中ごろ)横口式石椰二畿内に約60例と集中。その他
全域で10数例―の登場。
幾内から有力首長を浜遺(移住)。 政治拠点のさらなる強化。
4期 (7世紀後半ごろ)備後南部には3系譜の4首長が共存。古代
寺院も建立。

O巨石化、切石化―儀内的要素。
O「横穴式石室から横口式石椰へと移行する」のではない。フ世紀
中頃～後半頃:ま平行して築造されている。
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11遺跡の活用と現代社会

○終末期吉境(宙代寺院)の集中地域:ま、畿内
地域のほか:ま少なしヽ。わが国のフ世紀史一国
家転換期一の解明に重要な意義をもつ。
○学術的価値の高さから、一括して国史跡に指

定し、保存,活燿すべき。
0「福山古境ロードJ(福山市教委・備陽史探訪
の会)は、まさしく<日で見る日本史>。 この地
域はく7世紀史博物館>。
●く歴史のストックを活かした街づくり>、 快適

環境づくりが、これからの重要な課題.歴史遺

産+研究(故事来歴)を、どれだけもつか。
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